日曜学校教育方法の習得

1章
最高の教師
　最高の教師とは、兵士でさえも命令に従わないように駆り立てる人物です。実際イエスはそうされたのです。　　
　兵士はイエスを捕まえるように遣わされていました。パリサイ人と祭司長はユダヤ人のつぶやきを聞いていました。多くの人々はイエスを信じており、「キリストが来たらこの男以上の奇跡を行なうことができるのだろうか。」と考えていました。それゆえ祭司長はひどく心配して命令を発布しました。しかしイエスは教え続け、兵士は聞いていました。イエスの言葉には重みがあり、イエスは権威をもって語られました。イエスに関して人々の間で分裂がおこりました。「しかしイエスに手をかけなかった。」のです。
　兵士がイエスを捕らえないで帰ると、パリサイ人と祭司長は、「なぜイエスを連れてこなかったのか」と聞ききました。彼らの唯一の弁明は、「このように話した男はいなかった。」です。
　イエスの人物像、教えの内容、教育法方、教えた理由というポイントはキリスト教教育の教師の目標です。探りを入れる質問、目をみはるような宣言、意味深い譬え、示唆に富んだ講義、理解と憐れみのある洞察、啓示の言葉、チャレンジをさせる命令を用いて、イエスは人々を罪と失敗から新しい喜びと平安の人生へと導かれました。　
　イエスの教えと同時代の典型的なラビの教えは対照的です。ラビの教えを超えてイエスの教えへと進歩した時の変革は、「何ヶ月も風を入れていない屋根裏部屋から出て、輝いた春の朝の澄みきった爽やかな空気を吸うようなものです。」
　このような新鮮で活気づく体験は、教えの内容ばかりでなく、用いられた教育方法を反映しています。またそれは同時代の教師と比べるというよりかはっきりと対照される教師自身の卓越した資質を暗示しています。
　ソクラテスの教えの内容とその方法はイエスのそれと区別されます。ソクラテスは弟子に答えさせるように質問をしましたが、イエスは弟子に質問をさせてそれにイエスが答えるように仕向けられました。この２つのアプローチの根本的な違いは明白です。一方は人間が答えを見いだせるということを前提としており、他方は究極の答えは神からのみ来るということを知っていたということです。しかし、それにもかかわらずイエスは弟子が学習するために、真剣になって思考するように、彼らを駆り立てるように努められました。それからイエスは弟子がイエスのことを学ぶように励まされました。
　すべてのクリスチャンはイエスのクラスに登録して、イエスのことを学ばなければなりません。すなわち、不思議と栄光のすべてを持つイエスの人格、教師としての立場、イエスのメッセージ、教育方法、動機を学ばなくてはなりません。Ｈ．Ｈ．ホーンが、「最高の教師であるイエスの足元に座るまでは、倫理と宗教教育の方法は完成されない。」と指摘しているように、もしキリストの命令と教えに従おうとするなら、初めに教師であるイエス御自身を学ぶことに良い成績をあげなくてはならないのです。
　ですから、この最高の教師の探求にあたって、その人間性、イエスのメッセージ、教育方法、動機を考察していきます。
人間性
　イエスは一人の教師にとどまる方ではありませんでした。自ら神の御子、世の救い主、自己を犠牲にする大祭司、主であると宣言されていました。しかし、また教師でもありました。御自身がそう語られましたし、関係者や、同時代の人々がそう証言していますから、そう結論づけられます。Ｃ．Ｈ．ベンソンは、「福音書の記録にある主への呼びかけの９０回うち、６０回はラビ、もしくは先生と呼ばれている。」と言っています。
　１．イエスは自分を教師と考えておられました。福音書の記録のあらゆるところで、イエスは自分のことを教師とみなしておられる証拠を見つけることができます。福音書の記者は繰り返し、「イエスが会堂」や他のところで「教えた」と言っています。（マタイ４：２３；９：３５;　マルコ１:２１;６:２;ルカ４:１５;６：６;ヨハネ６：５９）あらゆる状況や、状態の中でのイエスの変わらぬ言動は、教えることでした。
　イエスが教師であったことの究極の証明は、イエス自身の、「あなたがたはわたしを先生とも主とも呼んでいます。あなたがたがそう言うのはよい。わたしはそのような者だからです。」という直接の言葉に見出すことができます。（ヨハネ３：１３）（ＫＪＶは教師という意味のギリシャ語のディダスカロスとあるところでは教師と訳し、別のところでは主と訳しています。）イエスは教師という称号を歓迎されました。このように、行為と言葉においてイエスが自分自身のことを教師とみなしていたことは明白です。
　２．イエスの弟子はイエスを教師であると考えていました。弟子たちはイエスをめったに他の呼び方で呼びませんでした。突風をこわがった時、「主よ、わたしたちは死にそうです---」と言いました。（マルコ４：３８）宮の破壊に関する教えに動揺したとき弟子たちは、「先生。それでは、これらのことは、いつ起こるでしょう」と言いました。（ルカ２１:７）ユダでさえ最後の晩餐の時、自分がイエスを裏切ることを知りながら、ひどく緊張していても、「先生。まさか私のことではないでしょう。」と言いました。（マタイ２６:２５）　祈りを学びたいと願った時、弟子は、イエスに「主よ」と呼びかけて「祈りを教えてください。」と懇願しました。（ルカ１１:１）　弟子はイエスを教師であるとみていたので、イエスを先生と呼ぶことはきわめて自然なことでした。
　３．他の人々もイエスを教師であると考えていました。ニコデモの「先生。私たちは、あなたが神のもとから来られた教師であることを知っています。」という言葉はよく知られています。（ヨハネ３:２）（ラビはへブル語の教師の呼称です）　富める青年はイエスに、「良き師よ。」と呼びかけました。（マタイ１９:１６）パリサイ人とヘロデ党の者の数人もイエスに対して、「先生。私たちは、あなたが真実な方で、----真理に基づいて神の道を教えておられるからです。」と言っています。（マルコ１２:１４参照マタイ２２:２４,３６;マルコ９:１７;１２:３２;ルカ１２:１３;１９:３９）律法学者はイエスの教えを聞いた後、「先生。そのとおりです。」と言いました。（マルコ１２:３２）
　４．イエスは教師として絶大な権威をもっていました。イエスの資格証明書はご自身であり、そのメッセージであり、真理でした。イエスは倫理と知性において最も高い資質を備えておられました。イエスはその権威を証明する紹介状を必要としませんでした。父ご自身とバプテスマのヨハネ以外には誰からも紹介されませんでした。その時以来、舞台に立ち、多くのことを教え、栄光を受けられたのです。
　ある時、宮で、祭司長と律法学者がイエスの権威に挑戦しました。イエスはバプテスマのヨハネの権威の源について、｢天から来たのか人から来たのか。｣と、彼らに質問をして、その挑戦を受けられました。イエスは祭司長と律法学者をジレンマにおとしいれ、彼らは答えることができなかったのです。イエスは、「わたしも、何の権威によってこれらのことをするのか、あなたがたに話すまい。」と応答されました。（ルカ２０:１－８）
　マッコーイが、「ラビ的権威は、最も高いところからの命令には何もつけ加えることができなかった。イエスは、その内で沸き立つ預言者的な霊だけが自分の必要とする権威のすべてであると感じていた。」と言っています。イエスも御自身の弟子に、「あなたがたのうちにあって話されるあなたがたの父の御霊だからです。」と言っておられ、そのことは事実でした。（マタイ１０:２０）
　　　　　　　　　　　　　　　イエスのメッセージ
　兵士は「このように話した男はいなかった。」と言いました。イエスが語ったことを含めて比較する領域は広くあります。イエスが教えたことがらは新しく、新鮮で命に満ちていました。そのメッセージは種々の観点から取り上げることができます。たとえばイエスのメッセージは天の父から個人に宛てられたものであるということができるでしょう。
　１．天の父から――イエスのメッセージの源は明白に文書化されています。高い山で、「これは、わたしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。彼の言うことを聞きなさい。」と天の父が語られました。（マタイ１7:5）　イエス自身が、「わたしがあなたがたに言うことばは、わたしが自分から話しているのではありません。わたしのうちにおられる父が、ご自分のわざをしておられるのです。」と言っておられます。（ヨハネ１4:１0）　そして、これより前にイエスは、「父がわたしに成し遂げさせようとしてお与えになったわざ、すなわちわたしが行なっているわざそのものが、わたしについて、父がわたしを遣わしたことを証言しているのです。」と言われました。イエスのメッセージは父、すなわち神からのものであったのです。まことにイエスは「天から聞いた」のです。
　２．個人に宛てられたもの――イエスのメッセージの目標はその言葉と行ないとの両面において明白でした。Ｈ．Ｈ．ホーンは、「イエスはその宣教の継続した３年の主な期間、個人から始め、群集と共に続け、個人で終わった。」と言っています。
　多くの機会、イエスが大勢の人々に、すなわち当時としてはきわめて大勢の四千人あるいは５千人の群衆に教えているのが目撃されています。他の機会にはイエスが小さなグループに教えておられるのを見ることができます。しかし、イエスが来られたのは群集のところではなく、個人のところでした。メッセージは全体としての群集に対するものではなく、群集の中にいる個人個人に対するものでした。いつも、あたかも１対１で語るかのように語られました。
　
　イエスのメッセージを他の観点から取り上げることができます。イエスに関するトピックを確認するというアプローチです。Ｗ．サンデーはいくつかの特徴的で、顕著である、「神の父性、神の国、御国の民、救世主、助け主（聖霊）、三位一体」といったトピックを記しています。福音書を勉強していくと、これらのトピックが繰り返し出てくるのがわかります。
　キリストのメッセージを取り上げる第3番目のアプローチは、関係についての教えに見ることができます。すなわち、神と人との関係と人と人との関係です。人の神に対する関係において、イエスは人の過去、現在、未来をとり扱っています。
1． 過去――イエスは、「わたしが来たのは廃棄するためにではなく、成就するために来たのです。」と言われました。（マタイ５:１７）　律法の成就において、イエスは神が始められた人との関係を確認し、証印を押されました。
2． 現在――そのメッセージは、人と神とがイエスを通して現在、個人的な関係をもつというメッセージです。――「わたしのところに来なさい。」（マタイ１１:２８）
3． 未来――イエスは、「また来て、あなたがたをわたしのもとに迎えます。わたしのいる所に、あなたがたをもおらせるためです。」（ヨハネ１４:３）
　イエスの個人的関係に関する教えは信者の交わりの内側にいる人も、その外側にいる人をも両方に影響を与えました。（後にその教えは使徒書簡まで引き継がれました。）イエスは多くの譬え話で関係の原則を述べています。また、あるものは質問に対する応答として、さらに長い説教という形で与えられています。それらは社会のあらゆる領域を網羅しています。
　イエスのメッセージを取り上げる第４番目のアプローチとして、イエスの中心的テーマを考察する観点があります。基本的なテーマを強調するために愛が何度も繰り返し出てきています――「神を愛せよ。----隣人を愛せよ。」（マタイ２２:３７，３９）　倫理的教えは、ある事柄の真髄を知り、教えの基盤を見いだすために、何度もイエスの基本的な前提に立ち返らなくてはなりません。
　Ｈ．Ｈ．ホーンは世界的な教師の５つの資質を以下のように述べています。
（１）世界を取り囲むビジョン
（２）人の心を知る知識
（３）教える事象の習得

（４）教える適性
（５）教えを具体化する生活
　このおのおのについてキリスト以上にあてはまる人はいないと断定できます。おのおのの資質は際立っていますが、とりわけ５番目の資質が顕著です。――教えを具現した生活です。イエスは、「わたしは真理である。」と言われました。（ヨハネ１４:６）　さらにヨハネはイエスについて、「ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。」と言っています。かくして、最高の教師であるイエスは、イエスより以前でも以後でも、他のすべての教師に比べて際立っています。イエスが語ったことはすべて、イエス御自身の存在とイエスの行ないによって、完璧にユニークな方法によって証拠だてられたのです。
イエスの教育方法
　最高の教師であるイエスは、教えた内容ばかりでなく、教え方においても違っていました。目的、原理、メソッドは、当時の教師のものと、はっきりとした対照をなしていました。その教えはバラエティーに富み専門的でした。気取らないで地のままで教えました。これは人間について学ぶプロセスの見地から考察する時、特に明らかです。イエスが教える時、人は楽に学べたのです。
　イエスの用いたメソッドは何世紀もの間、特別な注意をひきませんでした。人々がイエスの教えた方法を研究したのは、比較的、近年になってからです。そしてそれは当然のことでした。「本物の技術は、技術的手腕を表に出さない。」ものです。メソッドはそれ自身に注意を引きつけさせないし、コミュニケーションの上で邪魔をしないのです。
　イエスが自分のメソッドの技術性を意識していたかどうかについて、またそのメソッドを意識的に用いたかどうかについての結論は、断定することができません。しかしながら、イエスは現代にもなお有効な教育メソッドを熟練して使いました。イエスがかくも優れた教師であったので、イエスのメソッドは教育のノウハウの最高模範となっています。
　イエスは教えることをどこで勉強したのでしょうか。イエスの同時代の人々――アテネ派、アレキサンドリア派、ローマ派からではありませんでした。イエスは預言の書を学び、旧約聖書に精通しており、それらの方法論を吸収していました。イエスは人々を観察しました。彼は人の心の仕組みをを知っており、どうしたら人々に学ばせることができるかを知っていました。イエスは御霊に満たされでおり、イエス自身が教師そのものでした。最後に、イエスのメッセージの本質は、イエスが教えた方法と大いに関係がありました。イエスのメッセージ、メソッド、その人生はすべて、神の啓示の一部でした。イエスのなかに、究極のメソッドとして、三者が三位一体として存在するのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　イエスのねらい
　イエスの教えの目的、ねらいの中心は、新しい人生と神との新しい関係を伝えることでした。イエスは、「わたしが来たのは、羊がいのちを得、またそれを豊かに持つためです。」と言いました。（ヨハネ１0:１0）イエスはこの新しい人生と新しい関係は２つの事柄の結果であると教えました。すなわち霊的新生と霊的成長です。この他、イエスの教えの目的は以下のとおりです。
1． 新しい概念と新しい価値観を教え込むこと
2． 神に対する人の義務を啓示すること
3． 他の人々に対する人の義務を啓示すること
4． 自分自身に対する人の義務を啓示すること
5． 神への信仰の必要性を教えること
6． イエス自身を、この新しい人生と新しい神との関係の仲介者として提示すること
　教師としてイエスはいつも自分の前にはっきりとした目的をもっていたように見えます。イエスは無意味なことがらや、混沌とした哲学のことがら、あるいは人生の枝葉末節のことがらをとり扱いませんでした。かれは人生の重要な問題をとり扱ったのです。
教育の原理
　イエスの教えは健全な教育原理と学習法則に基づいていました。イエスは人々の心を扱う方法を知っており、学習をしやすくするために必要なことを行ないました。その例として、以下のことに注意してください。
１．イエスは注意をひきつけ、それを保つことの大切さを知っていました。イエスは「見よ」と言う言葉で呼びかけました。チャレンジを与える宣言、質問、物語、視覚教材、想像力を用いました。絵を見せるように話しかけ、聞いている人が理解できる言葉で教えました。
2． イエスはコンタクトをとるポイントを確立する方法を探しました。教える事を聞き手の心の中で最も重要な位置を占めている事と関係づけて教えた。
3． イエスは教えようとすることを、すでに知られていることと関連つけました。――いわゆる統合の法則です。未知のことを教えるのに既知のことを用いるのは教育の原則です。それは比較、対照、類似のことがらを通じて学習する方法です。生徒が理解しようとして、よくする基本的な質問は、「それはどのようなものですか。」です。
４．イエスは弟子が参加し、活動するように励ましました。生徒は単なる観察者ではり

ませんでした。イエスは学ぶためには、生徒が自分で考えて行動しなくてはならな
いことを知っていました。ここで、学習上の共通の反応である、「わたしにやらせ
て！」ということが、大切なのです。来なさい、行きなさい、ついて来なさい、行
ないなさい、宣べ伝えなさいという言葉がイエスによって繰りかえし用いられまし
た。イエスは学習には、行なうことが必要であることを充分に認識していました。
　５．イエスは学習において、内側で感じることと外に表現することの関係を認識していました。その教室は時として、実験室であったり、時にはフィールドワークをしたりしました。このようにして、イエスの上級コースの生徒である弟子にはこの原則を強化しました。
　６．イエスは常に生徒を動機づけるよう努めていました。動機づけこそ学習のメソッドです。イエスは動機づけの重要性を認識し、単に一時的なものではなく、長く続く、継続的な動機づけを生徒に与えようと努めました。
　　　ａ．イエスの動機は神の真理の啓示に基づいており、感情だけではなく、理解と
　　　　　義務を伴う、知性と意思に訴えかけられました。
　　　ｂ．本来備わっている愛という動機に訴えかけられました。
　　　ｃ．外から備わった利益とか報酬という動機を用いられました。
　　　ｄ．動機づける要因として良心に訴えかけられました。
　　　ｅ．聖霊が動機を与えると教えられました――イエスは真理へと導かれました。
イエスが用いた種々の教育方法
　
　イエスが用いた教育方法は、あらゆる良い教育にとって基本的なものです。あらゆる電気や機械じかけの教材、視覚教材、あるいは他の装置を使った教材の助けなしに、イエスは１対１で、口の言葉によって、いまだに世の人々がイエスの教えたことを記憶しているように、伝達することができました。言葉による基本的な方法を使うことには、とても大きな価値があります。
1． 質問と答え――Ｈ．Ｈ．ホーンはここで、「わたしたちはイエスの教育メソッドの中心近くにいる。」として、福音書は、イエスの質問について１00回以上記録している、と記しています。１２才の時、イエスは、「彼らに質問したりしておられた。」（ルカ２:４６）イエスの宣教初期の頃、アンデレとヨハネの目的を、「あなたがたは何を求めているのですか。」と探りをいれました。（ヨハネ１:３８）イエスの２番目の質問はナタナエルに対するもので、「あなたがいちじくの木の下にいるのを見た、とわたしが言ったので、あなたは信じるのですか。」と記録されています。３番目の質問は、イエスの母に対するもので、「わたしとあなたとは何の関係があるのでしょう。女の方。」というものでした。（ヨハネ２:４）これらの刺激的な質問のひとつひとつは、それ以後のイエスの質問形式メソッドについてのヒントを与えています。
2． ディスカッション――イエスは堅苦しくない会話形式のディスカッションのメソッドをよく使いました。イエスの最も重要な啓示は、このような時に与えられました。イエスの会話形式のディスカションによる教えで卓越しているものは、（ａ）サマリヤの女（ヨハネ４）；（ｂ）パリサイ人ニコデモ；（ヨハネ３：１－２１）；（ｃ）富める青年指導者（マタイ１９:１６－３０）；（ｄ）パリサイ人シモン（ルカ７：３６－５０）です。
3． 講義――イエスは小グループにおいても大群衆に対しても、とても熟練した講義メソッドを使いました。時には長時間であり、またある時には短時間でした。その主題は、富、離婚から安息日、使命にまでわたっていました。福音書の中に、少なくとも60のイエスの講義が見いだされます。その中で、より優れているものは、（ａ）イエスの別離のメッセージ（ヨハネ１４:１７、最長のもの）；（ｂ）山上の垂訓（マタイ５：－７：）；（ｃ）イエスの世の終わりの時と裁きについての説教（マタイ２４:-２５:）です。
4． 物語と譬え話――イエスは何よりも物語メソッドを多く用いました。イエスの譬え話は世界中に知られています。イエスは世界で最高の物語の語り手と呼ばれてきました。イエスの６１の譬え話は以下のような範疇に分けることができます。（ａ）事物について、１６　（ｂ）植物について、２　（ｃ）動物について、４　（ｄ）人間について、３４――であり、人間に強調点が置かれているのが分かります。最も有名な譬え話のいくつかは、失なわれたコイン、タラントの譬え、主人の財産を浪費するしもべ、良きサマリヤ人、十人のおとめ、愚かな富める農夫などです。
5． 補助教材――イエスはとても自然な方法で以下のような補助教材を用いました。
　　　ａ．例示――聖霊を分かりやすく説明するのに風を用い、また信仰を説明するの　　
　　　　　にからし種を使ったことはよく知られています。
　　　ｂ．事物とデモンストレーション――群集の中の小さな子ども、パンは、弟子の　
　　　　　足を洗ったことと同様によい例です。
　　　ｃ．視覚教材――通常の状況、日常の出来事がイエスの視聴覚教材でした。イ
　　　　　エスはどこにいても、自分の黒板や、フランネルを使った教師用掲示板の上
　　　　　に本物の人生を表現しました。
イエスの動機
　Ｊ．Ｂ．ティッドウエルは、「イエスのすべての力のうち、心の力が最も効果的であった。」と述べています。疑いもなく、かつて存在した人物の中で、イエスほど人に動機を与えた人はいないということができます。
1． イエスは不従順の状態に動機を与えました。イエスは、「わたしを遣わした方のみ心を行ない、そのみわざを成しとげることが、わたしの食物です。」と言いました。（ヨハネ４：３４）確かに、神性の中に存在する愛が、この従順を引きだすのです。それはイエスが、「もしあなたがたがわたしを愛するなら、あなたがたはわたしの戒めを守るはずです。」（ヨハネ１４：１５）と言い、この２つを結び合わせたからです。
2． イエスは、父なる神に対する愛と、神が愛された人々に対する愛とをもって動機づけました。（「神はそのひとり子を――」）このイエスの弟子に対する愛はキリストの教えの中で明らかです。イエスが「ペテロを見た時」、弟子のために祈った時、忍耐強く弟子たちを教えた時、弟子たちの弱さを認めた時などにみられます。またエルサレムのために泣いた時、群集のために憐れみで心が動かされた時にもみられます。最終的に自分の命を弟子や、自分の敵のために与えた時にみることができます。「人がその友のためにいのちを捨てるという、これよりも大きな愛はだれも持っていません。」（ヨハネ１５:１３）
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